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５
月
26
日
、
も
の
つ
く
り
大
学
の
神
本

武た
け
ゆ
き征
学
長
と
工
藤
市
長
の
対
談
が
市
役
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
神
本
学
長
、
工
藤
市
長
か

ら
、
こ
れ
ま
で
協
力
・
支
援
を
し
て
き
た

点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
と
お
礼
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
工
藤
市
長

か
ら
、
市
職
員
時
代
に
、
も
の
つ
く
り
大

学
の
誘
致
に
携
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
積
年
の
念
願
で
あ
っ
た
行
田
市

に
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
大
学
を
誘
致
し

た
い
と
い
う
当
時
の
誘
致
へ
懸
け
る
思
い

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
大
学
が
平

成
13
年
に
開
学
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

同
大
学
、
市
に
お
け
る
取
り
組
み
や
近
況

に
つ
い
て
、
神
本
学
長
、
工
藤
市
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

対
談
は
、
お
よ
そ
２
時
間
に
わ
た
り
、

市
内
の
歴
史
的
・
文
化
的
財
産
の
有
効
活

用
や
、
教
育
の
充
実
、
地
域
活
性
化
、
行

田
市
の
未
来
像
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
今
後
、
包
括
的
な
連
携
や

協
定
の
締
結
も
含
め
、
大
学
と
市
と
の
各

分
野
に
お
け
る
さ
ら
な
る
連
携
・
協
力
体

制
を
強
化
し
、
お
互
い
の
発
展
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
政
策
課
企
画
担
当

（
内
線
３
０
９
）

ものつくり大学の独自性を鮮明に打ち出し、その存在を積極的にアピール
する一つの手段として、ものつくり大学をイメージしたロゴタイプおよびロ
ゴマークを募集します。
▶募集内容
【ロゴタイプ】「ものつくり大学」の文字を図案化したもの。
【ロゴマーク】しるしや記号、絵画的に図案化したもの。英数字・文字が
入ることも可。

（参考）ものつくり大学英文「Institute Of Technologists」
※詳細は同大学ホームページ（http://www.iot.ac.jp/index.shtml）を
ご参照ください

▶応募方法　専用の応募用紙に作品および制作意図の説明（100 字以内）、
氏名、郵便番号、住所、連絡先、メールアドレスを記入のうえ、９月 30
日（水）までに持参、郵送、E メールのいずれかの方法でご応募ください。

【持参・郵送】〒 361 ー 0038 行田市前谷 333 ものつくり大学総務課（郵
送の場合は封筒に「ロゴマーク応募」と記入のこと）

【E メール】件名を「ロゴマーク応募」とし、logo@iot.ac.jp へ送信し
てください。複数の作品を応募する場合は 1 作品ずつ送信してくださ
い。※デジタルデータで応募する場合は、JPEG・PDF・PNG・GIF・
BMP・AI・PSD のいずれかのファイル形式を使用のこと

▶入　　選
・最優秀賞（採用作品）…2 点（ロゴタイプ 1 点、ロゴマーク 1 点）それ

ぞれ賞金 50,000 円
・優秀賞…4 点（ロゴタイプ 2 点、ロゴマーク 2 点）それぞれ賞金 10,000 円
▶問い合わせ　同大総務課☎ 564 ー 3800

11 月 29 日 ( 日 ) に開催予定
のいのちを守る森づくり第２回植
樹祭で、ボランティアとしてご協
力いただける方を募集します。植
樹祭に向けて実行委員会に出席
し、企画や運営に携わっていただ
きます。

自然と共生するために、あなた
の知識や経験を生かしてみません
か。
▶対象　平日昼間に開かれる実行

委員会に参加できる方
▶募集人数　５人
▶申し込み・問い合わせ　７月

31 日 ( 金 ) ま で に 郵 送（ 住
所、氏名、電話番号を明記）ま
たは電話でいのちを守る森づく
り第２回植樹祭実行委員会事務
局（まちづくり推進課内・内
線 ３ ５ １）【 郵 送 】 〒 361―
8601 行田市本丸２―５

ものつくり大学のロゴマークを募集しますいのちを守る森づくり
第２回植樹祭の
実行委員を募集します

神
本
も
の
つ
く
り
大
学
学
長
と

工
藤
市
長
が
対
談

一
層
の
連
携
・
協
力
を
確
認


